
仕様

概要

口径および配管接続
注記：

QLM型: 混合型

QLD型: 分流型



使用限界

QL33M および QL33D (鋳鉄)
使用定格

QL73M および QL73D (ダクタイル鋳鉄)

QL43M および QL43D (炭素鋼)

QL63M および QL63D (ステンレス鋼)

差圧



QL33M および QL33D
(鋳鉄)

QL73M および QL73D
(ダクタイル鋳鉄)

QL43M および QL43D
(炭素鋼)

QL63M および QL63D
(ステンレス鋼)

使用範囲



材質

QL63

QL33

QL73

QL43

QL33

QL73

QL43



QLM 混合型

QLD 分流型



Kv 値およびリフト

寸法(mm)/重量(kg)

A

C/C1

D

注記： 



Q 型制御弁選定ガイド 

選定例:

注文方法
例:



E

C

B
B1

D

F

F

予備部品

予備部品は次のバルブに使えます。

予備部品

注記：

ベローズ・シート付バルブ用予備部品

予備部品の注文方法

例：

予備部品の取付方法
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各設計担当者、施工担当者、工事担当者殿 

スパイラックス・サーコリミテッド 

 

制御弁の基本仕様および施工に関する注意事項 

 

 

弊社の提出する制御弁取扱説明書をご覧いただく前に、必ず下記事項をご一読のうえ必要

な設計・施工上の配慮をお願い致します。 

 

1. 弊社の制御弁取扱説明書だけでは、安全で信頼性のある運転は実現できません。貴社の

社内設計標準に従い遮断弁、緊急遮断弁、逆止弁、エアー抜き弁など必要な機器類を 

要所に設置してください。 

下記、取扱説明書の図書番号です。 

電動式アクチュエーター（EL3500：ET-183）（AEL5:IM-P538-26） 

空圧式アクチュエーター（PN9000：IM-P357-29） 

制御弁（K 型バルブ：IM-S24-42） 

 

2. 制御弁を使用する際、微小な漏れを許容できない装置は、必ず制御弁手前に自動遮断弁

若しくは緊急遮断弁を直列設置して漏れを確実に遮断できるように設計施工下さい。 

 

3. 減圧弁や制御弁を設置するラインは、メンテナンスを容易に行えるように必ずバイパス

配管を設けて下さい。 

 

4. 減圧弁や制御弁を設置するラインで、このバルブが停止すると装置や全体の設備に直接

影響を与える恐れのある場合は、必ず交互運転ができるように複列バックアップ・シス

テムを採用して下さい。 

 

5. 減圧弁、制御弁、その他の機器の設置に際しては、必ず必要なメンテナンス・スペース

を設けて下さい。（個別、取扱説明書参照） 

 

6. 減圧弁、制御弁モジュール、流量計モジュールの設置の際には、必ずこれらの前及び後

のローポイント箇所にトラップを取り付けて配管からドレンを効率的に排出できるよ

うにして下さい。 
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7. 減圧弁、制御弁モジュール、流量計モジュールの前後には始動前のブロー及び配管系か

ら安全に、かつ迅速に残圧排気ができるように要所にブロー配管を設けて下さい。 

 

8. 蒸気配管は、先下がり勾配にて施工願います。 

 

9. 蒸気配管は、必ず上取りにて分岐接続して下さい。横取り、下取りは禁止です。 

 

以上 
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